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通期業績予想の修正および構造改革の取り組みを踏まえた 

特別損失の計上に関するお知らせ 
 
  2019 年 3 月期の通期業績につきまして、最近の業績の動向等を踏まえ、2018 年 10 月 24 日に公表

いたしました業績予想を下記の通り修正いたしました。また、今後の構造改革の取り組みを踏まえた損

失を計上することとなりましたので、下記の通りお知らせいたします。 
 

記 
 
1． 2019 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（2018 年 4 月 1 日～2019 年 3 月 31 日) 

                                   (単位 : 百万円) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親 会 社 株 主 に 
帰 属 す る 当 期 
純 利 益 

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

（円）

前回発表予想 (Ａ) ２３，０００ ５００ ６００ ３５０ ２１．８３

今回修正予想 (Ｂ) ２１，８７０ △９００ △７２０ △３，１１０ △１９３．９７

増 減 額(Ｂ－Ａ) △１，１３０ △１，４００ △１，３２０ △３，４６０ ―

増 減 率   (%) △４．９ ― ― ― ―

（ご参考）前期実績 

（2018 年 3 月期） 
２３，９６３ ８４９ ８３２ ５７９ ３５．８２

 
2． 修正の理由 

2019 年 3 月期通期の連結業績予想につきましては、売上高は年間を通して主力であるレッグウエア商

品の販売が苦戦し、特に最盛期である秋冬期におきましても、インバウンド需要の減少など消費動向の読

み違いにより、国内販売が苦戦いたしました。 
利益面では売上高の減少のほか、生産計画の大幅な変更に伴う国内生産子会社の稼働率低下により収支

を悪化させることとなりました。これに加え、今後の販売が困難と判断せざるを得ないインバウンド向け

製品を中心にたな卸資産の評価損 710 百万円を計上いたします。また、このほかにも販売困難と判断した

製品・仕掛品等 160 百万円を廃棄処分いたしました。これに伴い、合計 870 百万円を売上原価として計上

いたします。 
以上により、売上高および営業利益、経常利益は前回発表予想数値を下回る見込みとなりました。 
また、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、下記の特別損失の計上により、前回発表予想

数値を下回る見込みとなりました。 
 

3． 特別損失の計上について 
(1) 当社は、今後、当社グループ全体として構造改革に取り組み、その施策の一つとして、本社所在地であ

る神奈川県海老名市の土地・建物の有効活用を進め、再開発することにより不動産事業の収益を底上



げし、グループ全体の収支改善を図ります。これに伴い本社および物流センターを移管・集約し、最適

な配置を進めてまいります。これにより、2019 年 3 月期決算において、同敷地内の建物および当該土

地の減損損失 2,100 百万円を特別損失として計上いたします。 
(2) また、繊維事業においては、当社連結子会社である国内生産工場の収益が大幅に悪化する見通しとな

り、今後の収支改善への取り組みとして、一部生産拠点の統合・閉鎖を決定いたしました。併せて、販

売需要に見合った生産規模の適正化も進めてまいります。これに伴い、2019 年 3 月期決算において、

一部生産拠点の土地・建物の減損処理に加え、国内生産工場全体において今後使用見込みがなくなっ

た余剰生産設備等の減損処理を行い、減損損失 240 百万円を特別損失として計上いたします。 
(3) 上記の結果、そのほかの固定資産除却等と合わせ、合計で 2,600 百万円の特別損失を計上する見通し

となりました。 
 

4． 配当の状況 
当社は、株主への安定的な利益還元を重視していること、早期業績回復を見込んでいることから、2019

年 1 月 25 日に公表した 1 株当たり年間 30 円の配当予想に変更はありません。 
 

5． 当社グループ全体の構造改革の取り組みについて 
当社は、2018 年度から 2020 年度までの中期経営計画『ATSUGI VISION 2020』を 2018 年 5 月 11 日

に公表していますが、最近の動向等を踏まえ計画を見直し、2019 年 5 月 10 日の期末決算発表時に公表す

る予定です。修正計画の骨子としては、昨今の厳しい経営環境への対応を図るべく更なる取り組みとして、

『ATSUGI VISION 2020』を発展させ以下 3 つの構造改革を推進いたします。 
 

(1) コスト構造改革 
現在の本社所在地の土地・建物を再開発し有効活用することで、不動産事業の収益を底上げしてい

きます。また、本社および物流センターの機能を移管・最適配置することで、各事業セグメントのコ

スト構造を最適化し、当社グループ全体の資産効率の向上と収益力の強化を図ります。 
繊維事業においては、『ATSUGI VISION 2020』で掲げた製造原価の低減施策から一層踏み込み、

生産子会社の一部生産拠点統合・閉鎖を実施し、固定費の削減を行います。同時に新しい製造工程を

構築し、生産性の向上を図ります。 
(2) 業務構造改革  

厳しさを増す価格競争とは一線を画し、高付加価値商品の開発・製造のため組織を再設計し開発力

をさらに高めていきます。 
また、最新鋭製造設備等の導入により、自動化を図るとともに工場人員の多能工化を進め、生産体

制の柔軟性を高めていきます。併せて、間接部門を中心に定型業務の見直しや基幹システムの更新を

進め、人が介在する業務の質を向上し、労働生産性を高めます。 
(3) 事業構造改革 

繊維事業において、販売商品、販売ルート、販売地域の偏りを是正し、経営リスクの低減と新たな

収益源の構築を実現するため、①ソックス、インナーウエア強化、②直営小売比率向上、③海外販売

比率拡大を図ります。本方針は『ATSUGI VISION 2020』から変更はないものの、これを早急に実現

させるため、他社とのパートナーシップ（M&A 等）を積極的に検討します。 
 

なお、構造改革の確実な推進を目的に、2019 年 4 月 1 日付で構造改革推進室を設置しています。 
 

6． 役員報酬の減額について 
これらの結果を真摯に受け止め、その経営責任を明確にするため、当社役員の報酬を当面減額すること

を検討しております。詳細については決定次第、速やかに開示いたします。 
 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 
以   上 


